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ヘーゲルの人間論・生命論 
＝ 

反自然主義

精神主義／観念論
表現主義（C・テイラー）

自然の諸威力によるプロセスに抗して、精神は
みずからの威力によって別次元に精神のプロセ

スを形成する
自然の無力（Ohnmacht der Natur)
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ヘーゲルの人間論・生命論 
＝ 

反自然主義
自然の諸威力によるプロセスに抗して、精神は
みずからの威力によって別次元に精神のプロセ

スを形成する
では自然と精神はパラレルか？

接点としての「地（大地）」のエレメント
そこに近いのは女性？
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ヘーゲル『精神現象学』における
生命論

観察される有機体という現象は、精神
の構造の外界への投射である。しかし
カントにおいては人間理性の投射であ
るが、ヘーゲルの場合は、非理性的な
ものも含む投射である。 
このこのことの自覚により、観察する
理性は行為する理性となり、「精神」
へと移行する。



ヘーゲル『精神現象学』
における生命論

①理性による生命の観察は「地」の
エレメントによる逆襲を被る

②しかし一方で、自然の威力は精神
に対して「無力」である

③では、理性が突き当たる「地」と
は何か。どこにあるのか。



ヘーゲル『精神現象学』
における生命論
野尻の回答： 

「地」のエレメントは、理性の外、
精神の内にある 

（非自然的、非理性的、非意識的、
女性的）



人間学的な考察の外縁に描かれた「精神」はカントの思考の構造にとって実は不可
欠なものなのではないか、と問うことができるだろう。それは純粋理性の核心とで
もいうべきなにものかであって、超越論的錯覚の根絶不可能な起源であり、正統な
故郷への回帰にあたって過つことのない判断を下す裁判官であり、真理の様々な相
貌が次々に立ちあらわれてくる経験的な領野における運動の原理でもある。だとす
れば、「精神」とは本源的事実であるということになるのではないか。この本源的
事実の超越論的なヴァージョンによると、無限は決してそこにはなく、つねに本質
的なしりぞきのなかにある。にもかかわらず、その経験的なヴァージョンにあって
は、無限は真理に向かう運動と真理の諸形式のつきることのない継起に生気を与え
る。『精神』は知の可能性の根幹にある。だからこそ、それは認識の諸形象に現前
すると同時に不在なのであり、その現前と不在とはわかちがたい。「精神」とはこ
のしりぞきである。それは眼に見えないと同時に「眼に見える奥まり」であ
［る］。〔Kant&Foucalt (2008) . 邦訳七六̶七七〕。

フーコー『カントの人間学』より

「ヘーゲルの精神病理学」第65回日本病跡学会、2018年



カント ヘーゲル シェリング

自然 啓蒙主義 啓蒙主義 ロマン主義

精神 啓蒙主義 ロマン主義 ロマン主義

精神病の捉
え方

静態的 
（分類的）

動態的 
（構造的） ？

「ヘーゲルの精神病理学」第65回日本病跡学会、2018年



賞賛！

1700 1800 1900
フランス革命 
（1789）

シェリング 
（1775-1854）

フロイト 
（1856-1939）

ピネル 
（1745-1826）

閉鎖精神病棟の開放 
（1793）

ヘーゲル 
（1770-1831）

『精神哲学』 
（1817-30）

カント 
（1724-1804）

『人間学』 
（1798-）

ヘルダーリン 
（1773-1843）

塔に入る（1806）

「ヘーゲルの精神病理学」第65回日本病跡学会、2018年



カントの『人間学』（1798-）

「ヘーゲルの精神病理学」第65回日本病跡学会、2018年



カントの『人間学』（1798-）
第一篇　認識能力について 
　認識能力に関するかぎりでの魂の弱さと病について 
　　Ｃ心の病について 
　　　雑注

「母体の胎児が成長していくのと同時に、精神異常の萌芽も成長していく。つまり精神
異常もまた遺伝性のようだ。そうした人物がただ一例でも以前にいたという家系の人
〔女性〕と婚姻関係を結ぶことは危険である。というのは一組の夫婦から生まれる子供
たちでいえば、例えば全員がその父親に似るとか、父親の両親つまり父方の祖父母に似
ることがあるから、この歓迎しない遺伝子を免れたものがたくさんいるということはあ
りえても、しかしもし母親側の家系にたった一人でも精神異常の子供がいたという事実
があるならば（たとえ彼女自身はこの災いを免れていようとも）、いつかはこの夫婦に
も、母方の家系に属ししかも（姿形にはっきり現われるのと同じように）遺伝的に最初
から心の狂気を持った子供が生まれてくるからである。 
　ときおりこうした病気には偶発的な要因を挙げることができると主張されるが、とす
るとこの病気の原因は遺伝的なものとしてでなく、まるで当の不幸な者自身に責任があ
るかのように、自分で招いたものとして受け取られるべきであることになる。［がそん
なことはありえない］」（邦訳１５５-５６頁, V136）

「母体の胎児が成長していくのと同時に、精神異常の萌芽も成長していく。つまり精神
異常もまた遺伝性のようだ。そうした人物がただ一例でも以前にいたという家系の人
〔女性〕と婚姻関係を結ぶことは危険である。というのは一組の夫婦から生まれる子供
たちでいえば、例えば全員がその父親に似るとか、父親の両親つまり父方の祖父母に似
ることがあるから、この歓迎しない遺伝子を免れたものがたくさんいるということはあ
りえても、しかしもし母親側の家系にたった一人でも精神異常の子供がいたという事実
があるならば（たとえ彼女自身はこの災いを免れていようとも）、いつかはこの夫婦に
も、母方の家系に属ししかも（姿形にはっきり現われるのと同じように）遺伝的に最初
から心の狂気を持った子供が生まれてくるからである。 
　ときおりこうした病気には偶発的な要因を挙げることができると主張されるが、とす
るとこの病気の原因は遺伝的なものとしてでなく、まるで当の不幸な者自身に責任があ
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「ヘーゲルの精神病理学」第65回日本病跡学会、2018年



カントの『人間学』（1798-）

カントが生まれつきの自然的性質として考えてい
たもの 
• 精神病 
• 個人の性格 
• 男女の性格 
• 国民の性格 
• 人種の性格 
• 人類の性格

「ヘーゲルの精神病理学」第65回日本病跡学会、2018年



ヘーゲル『精神哲学』主観的精神 

 Ａ　人間学　心 
  ａ自然的心 

  ｂ感ずる心 

  ｃ現実的心 

 Ｂ　精神の現象学　意識 
  ａ意識そのもの 

  ｂ自己意識 

  ｃ理性 

 Ｃ　心理学　精神 
  ａ理論的精神 

  ｂ実践的精神 

  ｃ自由な精神

身体的習慣の形成によって、超常現
象と精神疾患が消える。精神が自己
の 本 体 を 内 部 に 取 り 戻 す こ と
（Erinnerung）。身体の機械的記
憶の形成。魔術的世界からひきこも
り、自己の肉体に魔術をかけるこ
と。「守護霊」の声を聞かなくなる
こと。内なる他者の声を自己の声と
して聞くようになること。

「想起」を「構想力」に高め、さら
に「記憶」に変換すること。視覚的
イメージを抽象化し、音声化、機械
的な記憶の集合に接続すること。音
声的構想力による時間の発生。一般
的記号体系へのアクセス。他者の声
に自己（たち）の声を重ねて自己化
すること。他者の「痕跡」を自己
（たち）の「記号」として読むこ
と。遺跡の声を聞くこと（ピラミッ
ド）。「ヘーゲルの精神病理学」第65回日本病跡学会、2018年



ヘーゲル『精神哲学』主観的精神 

 Ａ　人間学　心 
  ａ自然的心 

  ｂ感ずる心 

  ｃ現実的心 

 Ｂ　精神の現象学　意識 
  ａ意識そのもの 

  ｂ自己意識 
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  ａ理論的精神 

  ｂ実践的精神 

  ｃ自由な精神

身体的習慣の形成によって、超常現
象と精神疾患が消える。精神が自己
の 本 体 を 内 部 に 取 り 戻 す こ と
（Erinnerung）。身体の機械的記
憶の形成。魔術的世界からひきこも
り、自己の肉体に魔術をかけるこ
と。「守護霊」の声を聞かなくなる
こと。内なる他者の声を自己の声と
して聞くようになること。

「想起」を「構想力」に高め、さら
に「記憶」に変換すること。視覚的
イメージを抽象化し、音声化、機械
的な記憶の集合に接続すること。音
声的構想力による時間の発生。一般
的記号体系へのアクセス。他者の声
に自己（たち）の声を重ねて自己化
すること。他者の「痕跡」を自己
（たち）の「記号」として読むこ
と。遺跡の声を聞くこと（ピラミッ
ド）。

身体の規律／訓練

構想力の規律／訓練

「ヘーゲルの精神病理学」第65回日本病跡学会、2018年



近代性

身体の規律／訓練 
生命の政治学 
（フーコー）

構想力の規律／訓練 
記憶の政治学 

（イアン・ハッキング）

「ヘーゲルの精神病理学」第65回日本病跡学会、2018年



精神の病、骨相学、女性とリプロダクション

カント 
(1724-1804)

ヘーゲル 
(1770-1831)

コント 
(1798-57)

精神の病
遺伝・先天性
による説明 
（治癒不可）

精神の構造に
よる説明 
（治癒可） 
（自然の無力）

？ 
（自身が精神錯乱
を経験） 

（精神の無力）

骨相学 
／頭蓋論 （肯定的） 批判 支持

女性／リプロ
ダクション

遺伝・先天性
による説明

精神の構造に
よる説明

遺伝・先天性
による説明



類は、区分というこの静的ないとなみにさいして普遍的な個体の側から
暴力をこうむることになる。ここで普遍的な個体とは大地のことであっ
て、その普遍的な個体は普遍的な否定性として、さまざまな区別を̶̶
大地がこれらの区別をそれ自体として有しているのであるから、またそ
の本性は、それらの区別が所属している実体のゆえに類の本性とはこと
なったものであるから̶̶類の体系化に対抗して浮きたたえる。類がい
となむ〔区分という〕おこないは、かくてまったく制限された仕事とな
るのであって、そのいとなみを類としては、ただあの〔大地にぞくす
る〕強力な諸元素の内部で遂行することを余儀なくされるのである。だ
からこの仕事は、諸元素の馴致すべくもない暴力をつうじていたるとこ
ろで中断され、隙間だらけのものとなり、みすぼらしいものとなる。
（IX165、熊野訳上463頁）

観察する理性と「地」のエレメント



人倫とは〔この自然的段階では〕精神がその直接的に真なるありかたに
おいて存在しているありようである。それゆえ〔ふたつの〕側面へと精
神の自己意識は分離して立ちあらわれてゆくにもかかわらず、その
〔両〕側面もまたおなじくこの直接性という形式にぞくしている。かく
て個別的なありかた〔という側面〕が移行して、この抽象的な否定性
〔という側面〕へと移ってゆく場合でも、その否定的な力には慰めも宥
和も、それ自体そのものとして欠けているから、当の否定的なありかた
は、その本質からして、ひとつの現実的で外的な行為をつうじて受けと
られるはこびとならざるをえないのである。血縁者がしたがって、この
ような抽象的な自然の運動を補完することになる。 
（IX244-45、熊野訳下28-29頁）

埋葬と「地」のエレメント



それは血縁のものが意識の運動を付けくわえることによってなのだ。そ
の運動をつうじて自然の業が中断され、血縁あるものが〔自然の威力に
よって、つまり鳥たちの啄むままに〕破壊されることから引きはがされ
る。このような行為を家族が死者から遠ざけ、みずからの行為をそのか
わりに定立して、近親者を〔埋葬し〕大地の懐と娶わせる。大地こそが
始原的な、不滅の個体性であるからだ。そうすることで家族は、死者を
ある共同体に仲間入りさせるのである。その共同体によってむしろ、
個々の元素のふるう力と、低次の生命あるものたち̶̶これらが死者に
対して自由になって、死者を破壊しようとしていたのだ̶̶が、克服さ
れ、〔その力が抑えられて〕繋ぎとめられることになる。 
（IX245、熊野訳下29-30頁）

埋葬と「地」のエレメント



ちょうどおなじように、同様に普遍的な、とはいえ精神的な群へと、内
的な実在あるいは単純な精神も、それが自己を意識した現実にぞくする
かぎりで、ひとつの世界として繰りひろげられることになる。すなわち
その第一の群はそれ自体として普遍的な、自己自身とひとしい精神的な
実在であり、もうひとつの〔第二の〕群はじぶんに対して存在し、みず
からのうちで不等なものとなって、じぶんを犠牲にし、〔他のものに〕
じぶんをゆだねる実在である。第三の実在は自己意識として主体であり
ながら、火の力を直接にそなえているものになる。 
（IX269、熊野訳下100-101頁）

精神的実在の四元素

第一の群（実在）＝（精神的な）風のエレメント＝共同体（持続するもの） 
第二の群（実在）＝（精神的な）水のエレメント＝家族（犠牲に供するもの） 
第三の群（実在）＝（精神的な）火のエレメント＝精神（全体）



精神の病、骨相学、女性とリプロダクション
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ヘーゲルの人間論・生命論 
＝ 

反自然主義
自然の諸威力によるプロセスに抗して、精神は
みずからの威力によって別次元に精神のプロセ

スを形成する
では自然と精神はパラレルか？

接点としての「地（大地）」のエレメント
そこに近いのは精神のタイプとしての女性？



おわり


